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範懸という、ζ義くに蓮きをおいて，花粉層序学の立揚オら述
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ものの一部である．本層は大芦瀬輝斜至軸ぴ）爾翼の懲野沢

・・北金ケ沢に露出す懲が，講地区では化纏成分㎜緋誉の

　翼痔凱み繕諸駕た、，

　ド寡やイト鉱；蕎は白～灰白色の孔隙に餐、ずむ，，部分的に

ガラ熟光沢嚢　気するが夢露　ドではド灘ヅイトと方擦畢石は
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これを取夢巻く周辺の地表地質との関係を明らかにする

ために諦？なつた調繋戴の結銀である。
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化作用・カルサイト・ス！ノッケンサイド・火成滑藪憾を

一つの基準として対比した結果，北関東の申新世を上位
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　勤岬鞠誌1黙麟に対／窯＝する簸麟は，福渡層・小滝層・

寺、1、層・足尾火海ギ譲翼・小塙層・矢ノ則，熱鹿沼層・大

餐羅群抽浅川ノ1．捕1幹七郷層壷井1戸謬・層の一・部轡牛伏燭。

　春1三1部G8磯井の坑蝉率地暫とよくにている継1域け・比

企丘陵に分布する地層である、、ただし凝灰磐は，比企艶

陵に糞七較毛、て叢＄磯が優越駕－，七郷層は滅層している。
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　深壌翻，§礁塾から下位グ）地層1激，硬質頁岩で植物の小

化櫛片を多産し　欝播撚響のものと考えられる苓灰碧が

多くみ）れるll璽紀の地層である、、七郷層と艶1墾紀層と

の関係は，著翫、い傾斜不整合である．

　一力地震探査の結果は坑井地質とよく一徴する。すな

わち2，奪蟹）と3，｛》（憩の速度ノ　変位’深1糞穏1，深度験叙》瓢付

近に，3，倉叙琉3，艶○の速度∫、．華変位は，裸度i，簿馨撒付近

紅，3，難○播，雛O馨の速度層変位は，深度2，蓉○軸付近に
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それぞれ予想されていた．、こ勲．軽の速度層変位深度を，

坑井地質に対応させ難と前述L、た坑井層序によく一激す

る．

　比瓜企、疑陵の地表紅みられる欝Yr聡翻　（1簸τ滋εこ疑）ρ蘇廠

は福繊層の最下位のもので七郷麟との境㌢・とされてい

る〉およびYズ数籔（揚講耀の隆ぐ限よ塾黎（）岬難撚一雛立に

ある含礫質凝灰岩〉のK曹層は，（講蝶坑井において

もみられる．すなわちy三丁鷲登は，　深度烹隻欝諺騰　（謙

ア番馨鶏〉に，蜜た職丁㎡鷺は，深度黛，嫁雛難　（驚ア

番号鍛〉にある．なおこの慧枚のK鯉層は，関勲．ll地

讃譲織こよく連続するごとがきその後の調査で明硲かに毒

漆鮎｝ぐ㌢・る。

　北関東の地質および春罷1部層序試錐の結果，次のよ撃

なことがらが地質学的に重要な．事項と考える．

　①　G相顯層と鴛寒轄当層以等での地層との間に大きな

単発で不連続が予想される．

　②　従来霧えられでい幾．欝居隣階の運動は，考えられ

ない、

　③GS磯井の深度黛，暮総撚付近からの撫璽紀層は，

跡倉および翻募子尋賠琶）ものによく類似す榛．燃の燃とは欝

今後構造織質講上興味のある問題と灘える．

　④　関東郵ll地周辺の新第蹴系の層膠を明らか轍す恐必

要がある．特にGS磯井の溝慶黛，鐸舘撫以深の欝璽皐隔麟

を新第三紀層と驚える「入々も他方に存在サるゆえんであ

る岱燃のことについては爵　さらに擦！な1幾会紅一述べる予定

であるが，次の、転は明らかに竃、ておく．地質頴黒…ス

憩（1号の福閏鷺熱こよれぐ護寧　深度慧ぎ慕ξ灘雛以、ヒの地屡につ

いて福剛，撫し，それ以深の地矯，を荒川層として扱つぐ

いるが，われわれの結果では，福剛1．靴荒川牌とは陶一一

のものであつて．．ドドの関係ではない．したがつて福田禰

の下位にあ恐暮○飯篇内外の硬暫頁饗は比企至！鷺陵および荒

川麟の模式地付近1鷹1は存在しない、，　　　（燃料部）

懸騒灘騒露試錐の坑弾地質騰離難

綴既1

　テ葎1三1部醸序試錐の1坑井地質1層序は瀧てに示すとお費であ

る．

A層

曇　l

q 馨

D層

　1果　慕熱鱗〉

　　〔）侭　　窓

　　3脚　　欝

　27酎　纏撚

　嬢窯露岬i雪（）襖工

ヱ、，（）4薫脚笈簿慕？慕

i鮮ξ～7饗～黛睾難難蟻

　窯†比され，孫糞翻簸

嚢　　土
梅3駿1町層

声戎田雇蒙難驚

一ヒ象辮鱗灘攣鱗

楊捌，1および都幾川層呂＞

醐　 田　層

　　欝麟　　 黛顎蕪纂峨脚蕪摯艇講　　荒川麟憩

　　　　　　慧，○頓き趣慧，（買驚　　断層によるイ波嶺騨替

　　暮層　　嚢，○鴛岬融，王総　　、爾蛇井等層

η化苓有職、蜘麟婁趨効蕨、、難、恐と，麟，．1は蹴礪

（狭義〉に童、つとも近縁であ鴇が，その下部に謹爽寂れる

1経濠運と属質なものが　 懸麟お、勲び瀕り蝋浦／髭、1の下覇峯にも見

られること，および諺騨風浦層は一畏沼層の上に明らかに進

餐蔽していること等から見て，唇3層はむしろ後欝者に対

歎雛さ壽も櫛ものと澤i矧、ら産知る、，

　驚〉　襟層の下都は業灘三穿謄質であ舞雪震たその1鱗羅の

化罫有孔虫群が橘榔ll僻のものにもつ蕊も類似している

ことからみて緊《講鰍1は摸式地の．L総麟群の下部（大／贋

あるいはそれ以下）か轍橘樹層群にわたる上総麟群の大

部分に対駕されるものと考え郊れる．

　3〉ここに揚井層とLたものは，渡峯，i畷隆らα蜘〉

の瞬層に土塩層の上部を合せたものであ駄D麟は嚢相

的にはこの穣井繹獣器一敷する湊㍉　その下部に含霧れるイヒ

聡有職、虫群は都幾川兵紛菟、雛）にむL’ろ近縁である。この

結果は畑井小虎および増濁孝一郎　（婚鑓〉（r〉賊化噺によ

る謝螺犠川／婁菱騨）時代論を支蓬響する。、

　4）　下層を11沖地溝帯等の中煮1麟に対比することも一

応可灘であるが，蓋構1の畢專鐵（とくに粘土鉱物組成〉お

よび物理性から際ミ墾と，欝層が中生層に舞｝比きれ愚鰐能

救はほとんどない群

　本坑井地撫籍丹；ぴ）申新統の部分の糞蓄比の基礎をなすも

のは，熊谷から寄居に蒸望毒鮮荒川沿1牽に分布愛嚥樽中新統

の層序であ嶺が，演者はこれを、1二位よ！）馨擁／、1㌧1雛濤羅

磁福田／郵い滝層（新称，論三とLて粗粒イ沙舞．1からな！），厚

さ約雛沁灘）較荒川層1率露よびノ封1懸（立ケ瀬麟を禽む）の

春層に区づyぐぺ嚢もの～1欝響え．てい愚．

　轡黛義奏れた演事ギ¢）媛霧／は荒川沿岸‡3瓢勤び舞二企丘陵

の北籔部では1．蜘妻の上に整合に叢なつているが，書見

．疑陵では本屠は擾瀞系齢上に薩嬢不整合をもつ℃霞な撃，

また，物慰嬉黛陵の北部においては，化塚ぎ内割　歓び下

部を除いた部分の岩相を異にする都幾川！隷なつて，福

鍬・荒川爾層のLl撒不整獣に重なつているものと考え

る、，

　鷹翫，従来立ケ頼麟の下に讐含に横たわるものおされ

ていた寄居礫、審層は，演者が再検討したとこ二ろに．獣れ

ば，小園層（立ブ瀬麟を含む）とは蜜つたく切夢離Lて

湾えなければならないものであ塗，むしろ跡倉層に滋い

嚢石学的ならびに構造地疑学的特／数をもつている、、とく

に，本麟の一部は小劇，．沖に明瞭な地塁をなして分布し

て誌鍾｝，この地塁の購覆側に分布す恐含化石申新統に対

更ぜ‘て，立ケ灘l／曝藩という葦鐵羅澤名が／吏われていたこと1こ襲齢、纂

鮪一く雲簿）



地質調騰碧マ鱒叢芝　（鎌茎i4巻　驚暴欝）

慰薄㌻たいむ　したがつてジ小騒・蔦烹ケ韓舜醗！馨1閥ヂ）劣誉整

ぞゼきに濃靴づいて灘惣1愚さ叡、た馨畢簸8遺由遷難毒／汰穿ぞの添麟蔑の

叢雛i豪では1浮顧三覧〆ない，，

　黄1に奏慮べた潅残調：纏質蟻碧芋におレ・てA癩から罫層1こ葦芝る

・各！鱒の1灘係は撹㌣くて濯耀褻感緊であるが婁　とくに申碧揺流に〆）

いて荒川沿1緊のもび1〉と比1鮫して撃慕ると，璽）擾ilと鷺懸鍵）闘

には黛絶熱層堆鱒当！轡が，塵た浄鷺煽と罫層グ擁絹には1竜墨il窮澤

当欝がそれぞれ不整合によつて欠除Lていることにな

葛ゆ建1た筆　璽層訟（3／鱒の／縄にはバ、li繍層鷹調曇鮮馨力灘巽／韓鵜、歎

つて欠除L』ぐいるわけである。　欝煽は1岩董β華的鐸寺鍵実紅お

いて敵雛礪の1繊耀隷麟鋼）て灘1似uた（遵層獅灘を

もつて蓬嚢しているが，　鑑れ緯：，　小1網ノ馨の一部力慧騨二禽層に

覧繊い霧留締霧幾をもつた警鷺η澱轡奪轡麟欝と断層をもつて書嚢し

て㌔・ることと驚蓉え誌新せ冒ぐ，　漢蕃懲輯懲ブy，　欝洩・｝て垂激／三じ奉妊粥酸ジ

め構遭発達史を鷺えるうえに，きわめて叢要な事実とい

わなければな．ら庶い、，　　　　　　　　　　　ぴ然料・萄鈴

蘇難灘麟慧一一監懸井の雛7試葦舞の蓄餓難繊分轍

　　　　堆積繋境の推定を覇的としで一一一

霧暮　曹需　　携

元素の定量を行ない，試料の顕微鏡観察および大略の1粘

土鉱物総！戎とあわせて，慧れらの地麟の二雛積環境の推定

を学学なつた，、

　タ｝嗜梵元素は爵嚢ほ鷺譲、く）《）．ぐ凱c雛．（達隷、Ll、敷愚L銚獣）。賛1．

讐）．墜脇．S糞．翫．Vの欝元素である、

　樵れらの路允爽にっ∀㌔て，相互の関係を太平洋の深

海堆積物（蜘羅1圭漁・A慰漁発癒囎，給欝），太平洋，欝本

亭毎の浅海堆積物，十二窯湖および八郎藤罫わ半織水湖の底質

堆積物，および多くの興本の淡水湖堆積物の分析結果よ

！）朗らかにし，幸編歳舞襲奪舗勢はいず奢メしも夢鷺黛熱Li響架灘が

霧弩く，　窯た婁炎7麹鞭半戯ガく轡麟7蚤く懇三の葦疑境乱と，　葦灘積葦勿の

蕪1、（藷，麺鷺．　灘含磁とが関連性闘）あることを閣らかに

Lた．

　これらの明らかな堆積環境を牽す現世雌積物と，奪鑓

部坑井の試料の結果とを比較して環境推定を行なつ五．

　この結果は，至）層下部および馬層・鞘馨は萌らかに

亨毎声戎で凄誘）置，翼x）跳窒製近の　慧芝／l蓼鞭洩逡慰或で・あろ弓と毒餐定

きれた藷

　なお，　鷺嚢ノ鱒は，珪溝凌1約舞還・ラ鶯爵勺で・し力嵩も吉争かに蔑翻讃し

たものと憩，われ、る、、　　　　　　　　　　　　住餐麟響嘗韓）

罐灘部○鍵一場講二の饗ア試／購8個につい責1肇膿戴分

訂　叢

耀茎饗む灘査蹄黛稽報　　霧ヨ墨3巻灘蟹置2・轡嚢一（双矯1菰）　匿鍵，　鐸讐3華芝は～欠賦）ぐ歓　うに鐸ざ、貰三i鷺ζします。

濁／

5．ξ1疑難篁×翌

　41《瓢，×！

s．4翌翼篇×三

糞覇　蓬　 葺三　、懇　　巽　　鋒鑓灘懲2舞ミi／i導押2、懲

（袴鑑談l／

嚢．§嚢窺蓋×1

暮．著3至鷺雛×亙

（二峯）（贈翁謬3灘葉〔1月）

毯鋸憾蓬1三鷺懲趣3懸

　　　　鍾慧蒐鷺＞く墨

　　・4、21慧欝×蓬

　　4．胤1潰ぬ×茎
　　§．韓／k星識×薫．

欝彗灘溝畦彗、ミ2蒋鯉3月

㌧　　　　7．4璽縫纂×三

涌自「『胃　　　　　一
…

、昭辮際海茎増岬3月

魯蕪一く9叡））




